
（別紙４）

第７光陽
公表日 令和6年　12月　1日

利用児童数 39名（兄弟利用1家族含む） 回収数 34名

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 30 4

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 26 3 5

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い
ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

30 2 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。
また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

34

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援
が受けられていると思いますか。 

30 3 1
・全てのこどもに個々に対応するのには
限界があると思います。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と
合っていると思いますか 。

32 1 1

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて
いると思いますか。

31 3

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適
切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います
か。

29 2 3

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 33 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います
か。

34 ・毎日違うプログラムになっている。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会
がありますか。

14 2 2 16

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありましたか。

31 3

初回の面談時に、５領域に沿ったプログ
ラムをお見せし、療育の目的や内容を中
心にお話をしています。さらに契約時
に、利用契約書、運営規定で事業所の概
要を説明し、重要事項説明書では具体的
な負担額等をお伝えしています。
参加費等については、毎月の活動表に記
載してお知らせしています。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

活動が円滑に行えるスペースを確保して
います。OPEN光陽で活動を参観してい
ただく機会を設けています。同時に建
物・活動の部屋も見学して頂いていま
す。

保育士、介護福祉士等の有資格者を人員
基準に沿って配置しています。

事業所設備は設置基準に沿っています。
バリアフリー対応でエレベーターを設置
しています。

日々の清掃や整理整頓、部屋の中になる
べく物を置かないようにするなど創意工
夫をして過ごしやすい空間を保てるよう
に努めています。

保護者様との面談等でいただいた情報や
日々の支援の様子から一人ひとりにあっ
た支援が出来るよう努めています。ま
た、ご利用者様に対する専門性を高める
ため月１回以上、事業所ごとに勉強会を
実施しスキルアップに努めています。一
方で、個別時間以外の対応について、
個々に対応することに限界があることも
事実です。

５領域に沿った基本となるプログラムを
公表しています。毎月のプログラムは、
季節に応じたものから、継続して取り組
むものと、興味関心を引き出す新しいも
のになるように努めています。

個別支援計画作成には保護者様とアセス
メント面談を実施し、お子様の現状や保
護者様のご要望を伺う機会を設け、その
上で個別支援計画の作成をしています。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

アセスメント懇談で聞き取ったニーズを
記載しています。そのための必要な支援
内容がそれそれに提供できるように、ま
た対面での面談には十分な時間をとりご
説明が出来るようにしています。

個別支援計画にそった支援となるよう職
員間で計画を常に確認して必要な支援が
出来るよう努めています。

毎月のプログラムを保護者様及びご本人
に携帯から見て頂けます。継続が必要な
活動と興味関心を引き出す新しい活動を
適時組み合わせるようにしています。プ
ログラムは3ヶ月に１度見直しを実施して
います。

同建物内には、学童クラブや体操教室、
企業が入っており、日々の中で障害のな
い子供たちとの関りや社会との繋がりを
経験していただいています。学童クラブ
とは活動を一緒に行う等交流会を持って
います。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま
したか。

33 1 ・面談時にしっかりと説明があります。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン
グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています
か。

27 3 4

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができていると思いますか。

30 2 1 1

・連絡帳廃止後、やりとりがメールのみ
になり、家での様子を伝える手段が
ない。
・送迎時でお会いした時にその日の様子
を聞くことができます。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 33 1

・何か悩み事がある時に面談で話を聞い
てもらえると心が軽くなります。
いつもアドバイスをありがとうござい
ます。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 32 1 1

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流
の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ
い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら
れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

18 4 1 11

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている
とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周
知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています
か。

30 1 3

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると
思いますか。

30 1 1 2

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ
れていますか。

32 2
・送迎時でお会いした時や電話で伝えて
下さいます。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 32 2

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

30 1 3

鍵付きの書庫を使い、個人情報が記載さ
れている書類を整理しています。
また、写真等の取り扱いについては同意
書にて同意を得ています。職員間でも個
人情報の取り扱いには十分注意して気を
つけています。

各種マニュアルについては、対面での懇
談時に、作成したマニュアルの説明をし
ています。各種作成されたマニュアルを
基に毎月様々な訓練を実施しています。
Instagram、Facebookで周知を図ってい
ます。

保
護
者
へ
の
説
明
等

支援内容については、個別支援計画の懇
談を行い、同意を得ています。

法人及び事業所にて保護者様のみでなく
ご本人の支援に携わる方々が参加できる
勉強会を設けています。また、親の会を
通じて情報提供を図ったり、LINE配信等
でも随時必要な情報が届くよう努めてい
ます。

連絡ノートについては、法人設立以来15
年間続けてきましたが、事業所からの一
方的な報告となり、概ね、お返事を頂け
ない状況が続きました。保護者様の「忙
しい」が優先される時代。さらには福祉
従事者の働き方改革の時代。見直し廃止
しました。ただし、保護者様にはメール
にてご連絡を頂いた場合、本人様の様子
を付け加え返信しています。連絡ノート
自体は廃止しましたが、紙媒体に記入す
るのではなく、メールでタイムラグがな
くやり取りが出来きるように工夫してい
ます。もちろん保護者様からの電話にも
対応しています。Instagram等での情報
発信にも力を入れています。

適時必要に応じて面談等を実施し、保護
者様の困りごとに対応できる体制をとっ
ています。「ありがとう」この言葉で福
祉従事者は頑張れます。ありがとうござ
います。

ご利用者様の気持ちを汲み取りながらの
支援ができる体制をとっています。

法人に親の会があり、役員の方々と法人
代表と２か月ごとに会議を行い、自発的
な運営が出来るよう協力体制をとってい
ます。親の会では保護者同士、家族の交
流会としてランチ会や座談会を企画され
ています。
また、親の会らいずで年4回の勉強会を計
画し、法人代表が講師を担当するなど親
の会の運営を支援させて頂いています。
親の会の案内。親の会の講義内容の通釈
などもラインにて展開しています。今一
度、配信記録の確認をお願いします

正しく伝え、正しい情報を得るために必
要に応じて面談を実施し、対面で話が出
来るよう心掛けています。

InstagramやFacebookにて活動の様子を
毎日配信しています。また、LINE等の
ツールを用いて行事予定等のお知らせも
随時しています。
事業所評価の集計結果は、年2回、6月・
12月にホームページで公表しています。

相談等のご希望があった場合には第一優
先で対応するよう努めています。相談内
容によっては、すぐお答えできない事も
あります。そういった場合は、上席者に
相談もしくは、専門家にアドバイス等を
聞き、保護者様へ必ずレスポンスするよ
うにしています。必要に応じて家庭訪問
も実施します。



24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。

28 1 5

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、
安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

31 2 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事
故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

30 2 2

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  30 3 1

・机の下に隠れなくなりました。
・静かに過ごせる場所が欲しいと言って
います。
・活動内容によります。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 24 7 3

・笑顔が多くなりました。
・いつも楽しみにしているようです。
・本人は自宅に居たい気持ちが強い
です。
・活動内容によります。

29 事業所の支援に満足していますか。 32 2
・いつもありがとうございます。
・細かいところまでご指導いただき
ありがとうございます。

防火管理者を中心に6.12月の年2回の訓
練を実施しています。消防署員の方に来
ていただき消火訓練や人命救助訓練等を
実施しています。各地で地震災害等が
あった場合は、危機管理意識を高める為
抜き打ちで火災や地震を想定した避難訓
練を実施をしています。Instagram、
Facebookで訓練の様子を発信していま
す。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

保護者様のご要望や困りごとに速やかな
対応を心掛け、満足度の向上に努めてい
ます。当日でも利用定員に空きがあれば
利用の追加が可能です。当日の利用人数
はホームページ上でご確認していただけ
ます。福祉従事者の成り手が年々減って
います。若者に福祉従事者にはたくさん
の感動と喜びがあることを伝えていきた
いと思います。ご理解ご協力お願い申し
上げます

事故等が発生した際は、保護者様及びご
家族様に速やかに電話連絡をし状況の説
明をさせていただいております。その上
でお迎えや送迎時に直接お会いしてお伝
えしています。

子供たちが過ごしやすい空間、環境
作りに努めていきます。苦手を克服し、
安心で楽しい場所になるよう創意工夫あ
る支援が出来るよう努めていきます。人
との関りが苦手なお子さんも、そうでな
いお子様も様々です。想像してみて下さ
い18歳から先の社会を・・・福祉従事者
は子どもの最善の利益と向き合います。
今だけ福祉で果たして良いのでしょう
か?

協調性、社会性を見据えたプログラム、
個々の課題に向き合うプログラム等、将
来に向けて色々の活動を考えています。
苦手なプログラムも「やってみよう」と
チャレンジできる様、保護者様の協力を
いただきながら取り組んでいきたいと思
います。

法定研修・訓練を行い、職員の安全管理
に対する意識を高めて、子供たちの支援
をしています。災害時には、法人独自で
ライフラインが停止した場合に備え、飲
料水、食料等の備蓄をしています。SNS
を通して周知を図っています。


